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公開講座『授業を深める (3)~

2011108/15 -16 

富士市消防防災庁舎

5F第 1会議室富士市教育委員会・静岡大学教育学部連携事業座

<8月 15日>

1. 開講式

公開講座『授業実践を深める(3)J]

(1) 相互のあいさつ

(2) 富士市教育委員会教育室長 挨拶

(3) 石上靖芳准教授挨拶・日程説明

2. 講義

(1) 省察と授業力向上について考える 石上靖芳准教授

.専門職の特徴について

-反省的実践家について

-専門職としての教師の力量形成

-実践的知識(行為についての知)について

-専門職を前提に教師教育で着目されてきていること

.授業力量形成省察モデ、ルについて

-校内授業研究の意義 (PCK)

-同僚性の構築について

<石上准教授>

-学習者 ・知識中心について学習者中心の授業、問題解決的授業を構成 ・実践する上での 3

つの視点

・単元デザインの原則について

→パフォーマンス課題の位置付け

.単元デザイン分析①②

→<国語 ・社会・理科の単元デザインを概観しその特徴について整理する >

.作成された単元デザインの手順

・対話プロセスから表出された教授方略の整理

.個人の作成で表出された知識の整理
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(2) PISA調査の意味と今後求められる学力観とは

. PISA調査の目的

-我が国が参加している大規模な国際学力調査

→先進国としては日本の学力は決して低いとは言えない

.最近の国際学力調査の結果とその示唆

長崎栄三教授

→何のために学ぶのか、将来に役に立つという項目に関しては数値が低い結果となる

→点数がよい方がいいのか、意欲の向上がいいのか・・・価値観の違い

→実用性、活用性の意味を考えていく必要がある

. PISA調査が目指す学力観の全体像:キー ・コンビテンシー

→①相互作用的に道具を用いる

lA:言語、シンボ、ル、テキストを相互作用的l

lB:知識や情報を相互作用的に用いる能力

lC:技術を相互作用的に用いる能力

②異質な集団で交流する

2A:他人といい関係を作る能力

<長崎教授>
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2B:協力する能力

2C:争いを処理し、 解決する能力

③自立的に活動する

3A:大きな展望で活動する能力

3B:人生計画や個人的プロジェク トを設計し実行する能力

3C:自らの権利、利害、限界やニーズ、を表明する能力

. PISA調査における リテラシー

-読解力(リーディング ・リ テラシー)の定義

.数学的 リテラシーの定義

-科学的リテラシーの定義

→キーワードとして ・・・ 文脈に沿って、思慮深い、反省的に考える、批判的に考える

. PISA調査の発展

-何を目指して(学力観への示唆)

→学校を出てから、社会で使えるもの ・・・ 社会と結びついた知識、社会で必要な能力

→何のために、学ぶ意欲、学ぶ目的、学ぶ意義

→子どもたちは何を身に付けているのか

→子どもはどのように学習に取り組んでいるのか

→教科等の学習は何のためにやるのか

PISA調査の意味と

今後求められる学力観とは

1.わが国が参加している大規模な国際学力調査

2 国際学力調査の結果とその示唆

3. PISA調査とは

4.何を目指して
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12.国際学力調査の結果とその示唆
PISA2000年調査
3)高校1年生:31か国中 読解 8番 数学 1番 科学 2番

TIMSS2003年調査

1)小学校4年:25か国中 算数3番 理科3番
2)中学校2年:46か国中 数学5番 理科6番

円SA2∞3年調査
3)高校1年生:40か国中 読解14番 数学6番 科学 2番

PJSA2∞6年調査
3)高校1年生:57か国中 読解15番 数学10番 科学6番

百MSS2007年調査

， )小学校4年:36か国中 算数4番 理科4番
2)中学校2年:49か国中 数学5番 理科3番

PISA2∞9年調査
3.)高校1年生:65か国中 読解 8番 数学 9番 科学5番

デジタル読解4番/19か国

4. i可を目指して
学力観への示唆

PISAやTIMSSが示唆するもの

(1 )学校を出てから、社会でも使えるもの

社会と結びついた知識

社会で必要な能力

リテラシーはキー・コンビテンシーの一部

(2)学ぶ意欲

(3)学ぶ目的、学ぶ意義

何のために
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(3) 効果的な単元デザインと授業デザインの原則について考える 石上靖芳准教授

<演習の展開>

→小学校 6年社会科 単元 「明治の国づくりを進めた人々J(全8時間)

①資料を読んで、この単元の構想、に関するアイディアを考案する(拡散的思考)

②グルーフ。で、アイディアの意見交換し、同じものを集めて整理する(収束的思考)

③グループ。案を作成する

④グループ。案の発表

⑤講評および解説

作成された単元デザイン

【①導入部の工夫]
焼け跡の写真と現在の写真を見せ、 「日本はなぜ三んなに変
わったの?Jかを考えさせる思題のl設定

【②学習活動|の位置づけ(インタピ、ュー)] 
『祖文母、 父母や周囲の人々!こインタビューしてごょうJを中心
の課題として設定

【告津習活動|の位置づけ(調べ学習)】
『日本国憲法について調べてみよう」を改革の柱として設定

【④終末部の工夫]
『今、これからを見つめる』で討論を設定

~:f.J\!1i'~ 

<8月 16日>

25 

作成された単元デザインの手順

1)(導入部の工夫](発話延べ数8)
2)【学習活動の設定①(インタビュー)](11 4) 
3)【学習活動の設定(調ベ活動):日本国憲法)](1112)
4)【学習活動の設定②(イン9ピ、ユー)】(11 8) 
5)【学習内容の絞り込み](1114)
6)【導入時の工夫(資料提示・単元を貫く学習課題につ
いて)】(11 15) 
7)【インヲビューの持ち方・まとめ方】(11 15) 
8)【終末部の工夫】(1I 22) 
9)【資料の選び方】(1/14)

来拡散的思考(対話)~>収束的思考(対話)八

(4) ジグソー学習法を用いて協調学習の意義について学ぼう!① 益川弘如准教授

ジグソ-学習
1.他者の知っていることと、自分の知っていること

ジグソー学習法を用いて学習理
を合わせてると、授業で提示された「学習課題J

を解くことができる

論について学ぼう!

l6 

圃協調的・主体的な学習活動|に必熱性がある学習

静岡大学教職大学院
形態

益川弘如
圃知識習得と学ぶ力の獲得に対応

坦呂田n'!lru:::日 同i1n1"r.1T~
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④くジグソー学習>
ジグソー事例;上位も下位にも効果がある(
中学体育)

.バレー:詰合をビデオで振り返り相互アドバイス圃課題;主課題+分割課員晶晶、品3なJF何日
圃夕、ループ数:複数 f¥Yγ~ • I~スケット 1種のフォーメ一泊ンを分担して調べ、相互コーチン

ゲ

圃授業方法
'i~~i~ .~ 単品司 道弘砧2;レープ

相手からのアドバイスで技術が上lがったと 悪した割合

・ヱキスパートグループ

'.担当の専門家になって、ジグソーグループで説明するため、後にジゲ
ソーグループで貢献するための準崎

.全員が発表する立場になる

・ジグソーグループ
志操簡を解くために、担当資料を聞き合う

1・互いにアイデアを出しあうζとができる

-人の学びの特徴について

-ジグソー学習について

→学びの主体を子どもに渡す

a 
7J 

./ 
/ 

I¥t.".- パλヤヲド
{抱亙アドバイスF fジグ"ー官教えあL、3

→学習志向の明確な目標をもたせる、 自発的な学習内容を行わせる

下位

上位

→他者の知っていることと、自分の知っていることを合わせると、授業で提示された 「学習

課題j を解くことができる

→協調的、 主体的な学習活動に必然性がある学習形態

→知識習得と学ぶ力の獲得に対応

<演習〉

-ジグソー学習体験を通して、グループ。学習で、工夫するべき点を考える

→ 3つの課題(理解を深める相互作用・ 学習方略を相互に学ぶ・多様な考えを検討する) を

読み解く

<益川准教授> <エキスパートグツレープ活動>

(5) 全国学力・学習状況調査に基づく授業改善・学校改善の方法を探る 長崎栄三教授

-学力低下論により、学力調査が行われる
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-全国学力 ・学習状況調査の目的 →<演習>実際に小 ・中学校の問題を角科、てみる

.全国学力 ・学習状況調査が目指す学力観

→知識 ・技能等を活用することを重視している

→PISA調査のキー・ コンピテンシーが参考となっている

.全国学力・ 学習状況調査の構造

-国語、算数 ・数学の調査問題の観点

.質問紙調査に関する基本的な視点

全国学力・学習状況調査に基づく

授業改善・学校改善の方法を探る

1.わが国の圏内の学力調査の流れ

2.全国学力・学習状況調査

3.全国学力・学習状況調査の結果

4.授業改善・学校改善への示唆

長崎栄三

2.全国学力・学習状況調査

全国学力・学習状況調査の目的

7細の題田観かを昌検〈t点把証か全握しら国・、、的分そ各な析の地義す改域る務善にこ教をおと育図けにのるるよ.機児仏会童教均生育等徒及とのびそ学教の力水育・準施学の維持向上習策状の況成を果きとめ課

イのと善各も教サ教に育イ育、ウ及そ委ルびの員を教よ会確う育、立な施学す取策校る組の等。を課が通題全じと国て成的、果教なを育状把に況握関とLのす、る関そ纏係の続に改的お善ない幸検て図証自るら改と

ウへ各の学教校育が指、導各や児学童習生状徒況のの学改力善や等学に習役状立況てをる把。握し、児童生徒

. I全国学力・ 学習状況調査」についてどのように思うか、

・「知識と活用j についてどのようなことを思うか、

・「知識と活用j でどのような試みをやってきた

→受講者の考えを発表する

0実生活に結びつけてみる O少人数を取り入れてみる

0基礎基本タイムの活用 O子どもの興味 ・関心が活用の力を伸ばす O子どもが自信を

もてるように

0システムの構築(方向性) 0学びの連続性 O学び方 O何のために学習しているの

かを明確に

国語の調査問題の観点

①国語

・国語における主として「知識」に関する問題について
は， 描写，要約，紹介，説明，記録，報告，対話，討
論などの基礎的な言語活動に関すること表現した
り理解したりするための言語事項の基礎的な知識
技能，我が国の言語文化に親しむ内容に関するこ
となど
-国語における主として「活用」に関する問題について
は， 日常生活や社会生活で必要とされる読書・鑑
賞・創作などの言語の活動の活用に関すること文
章を読んで筆者の主張の内容やその表現方法など
を評価すること伝えたい内容をまとめ表現すること
様々なメディアを活用することによって課題を多角
的に探求することなど

算数・数学の調査問題の観点

②算数・数学

-算数・数学における主として「知識」に関する問題に
ついては， 整数，小数，分数等の四則計算をするこ
と身の回りにある量の単位と測定が分かること
図形の性質が分かること数量の関係を表すこと
変化の様子を調べること確率の意味を理解し確率
を求めることなど

-算数・数学における主として「活用」に関する問題に
ついては， 物事を数・量・図形などに着目して観察し
的確にとらえること与えられた情報を分類整理し
たり必要なものを適切に選択したりすること筋道を
立てて考えたり振り返って考えたりすること，事象を
数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現し
たりすることなど



静岡県の傾向
小中学校の国語、算数回数学の得点の順位

(平成19年"'22年)

小学校平均正答数Lよる順位
年度 国語A 国語B 算数A 算数B

平成19年度 11 9 18 16 

平成初年度 25 12 25 17 

平成21年度 20 34 16 19 

平成22年度 32 18 33 24 

中学校平均正答数による順位

年度 国語A 国語B 数学A 数学B
平成19年度 9 4 9 8 

平成20年度 10 6 5 6 

平成21年度 7 8 7 6 

平成22年度 11 6 8 6 言。

活用

①国語における「活用」

0日常生活や社会生活で必要とされる読書・鑑賞・創作などの
言語の活動の活用に関すること

0文章を読んで筆者の主張の内容やその表現方法などを評価
すること

0伝えたい内容をまとめ表現すること
0様々なメディアを活用することによって課題を多角的に探求
すること、など

②算数・数学における「活用」

0物事を数・量・図形などに着目して観察し的確にとらえること
O与えられた情報を分類整理したり必要なものを適切に選択し
たりすること

0筋道を立てて考えたり振り返って考えたりすること，
0事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現したり
すること、など

(6) ジグソー学習法を用いて協調学習の意義について学ぼう!②

<演習>グループ。活動の様子

益川弘如准教授

-エキスパートグループで話し合われた内容を報告

.各 3種類の資料を把握→質疑応答

→「グループ。学習Jをどのような文脈(課題)で、どのように取り組ませると効果的かを

グソレーフ。で、考えていく

<プランを検討&怠見交換>



<話し合われた内容>

-ジグソー学習を行う際の注怠点はあるのか

.意図的なジグソー学習をしたい

・エキスパー トの発表に子どもは緊張してしまうことも。聴くことがあまりできなかった事

例がある

-グループ。で、の話し合いが主。様々なグループ。を経験させることで、関わり方、人間関係が

築ける

-資料の選定について ・・・ 資料の精選が難しい面がある ・・・ 資料選びが命

・ジグソー学習のよさを実感したい ・・・ グループ。活動の有効性→グループ活動が

活性化する

・ジグソー学習の課題の重要性→必要感が全員にもてるようにしていきたい

-子どもたちから出た課題より 、教師側の意図が強い傾向がある教材にコントロールされる

(7) ICTを活用した授業を考えよう 益川弘如准教授

電子黒板を活用した子ども主体授業

.電子黒板…教師主体での活用は拡がりつつあ
る

圃揖業導入時、解説時

園児童・生徒同士が、話し合い、問題解決、アイデ
ア創造時に利用する方法を検討

・lCT活用能力向上と学習内容理解深化の双方を
目指す

. 21世紀型スキルフ。ロジェク ト

21 

電子黒板の実践事例のタイプ

ー授業案と成果が公開されている全67例を分類(
主に小中学校)

→ 121世紀型スキル」というものを定義し、授業方法 ・評価方法を開発

・・・ デジタル読解力

→創造力とイノベーション、情報技術、情報リテラシ一、コラボレーション ・チームワー

ク等

-電子黒板(パイオニア社製)を児童 ・生徒中心の授業に活用する。

→パソコンモー ド、黒板モー ド

→HPの紹介

3.公開講座授業リフレクション(質疑応答)

4. 開講式

(1)富士市教育委員会挨拶



富士公開講座アンケート集計表
番号 内 容 実施人数 平均 SD 

① 総合的にみて、公開講座は満足のいくもので、したか。 13 4.46 0.52 

② 学んだことをもとに、授業改善を図っていくようなアイディアをもつことができましたか。 13 4.54 0.52 

③ 公開講座は自分の力量形成につながりましたか。 13 4.54 0.52 

④ 講師の授業構成や展開は適切でしたか。 13 4.62 0.51 

⑤ 講座内容は興味がわき、今後の実践に役立ちそうな内容でしたか。 13 4.77 0.44 

⑥ 全体的に見て、講座のレベルは適切で、したか。 13 4.38 0.51 

⑦ 各授業の資料等の準備は適切でしたか。 13 4.62 0.51 

⑧ 「省察と授業力向上について考える」の授業内容は今後に役立つ内容でしたか。 13 4.54 0.52 

⑨ rpISA調査の意味と今後求められる学力観とは」の授業内容は今後に役立つ内容でしたか。 13 4.08 0.64 

⑩ 「効果的な単元デザインと授業デザイン原則について考える」の授業内容は今後に役立つ内容でしたか。 13 4.69 0.85 

⑪ 「ジグソー学習法を用いて協調学習の意義について学ぼう」の授業内容は今後に役立つ内容でしたか。 8 4.88 0.35 

⑫ 「全国学力・学習状況調査に基づく授業改善・学校改善の方法を探る」の授業内容は今後に役立つ内容で 8 4.50 0.53 

⑬ 「ジグソー学習法を用いて協調学習の意義について学ぼう②」の授業内容は今後に役立つ内容でしたか。 8 4.88 0.35 

⑭ rICTを活用した授業を考えよう(益川)Jの授業内容は今後に役立つ内容でしたか。 8 4.25 0.46 

⑮ 受講したことで、授業を分析する手だてが増えたと思いますか。 12 4.67 0.49 

⑩ 受講内容を生かして、自校の教育課題を見直し、その原因などを考えてみようと思いますか。 12 4.58 0.51 

⑪ 今後、このような講座があれば参加しようと思いますか。 12 4.50 0.52 

【考察】

2日間に渡って、 3人の講師が実施した公開講座において、講座参加者から講座修了後アンケートを実施した。アン
ケート項目は17用意し、評価尺度を5段階として行った(5:とてもそう思う， 4:ややそう思う， 3:どちらともいえない， 2
あまりそう思わない， 1 :全く思わない)。①から⑪のアンケート項目結果において、 17項目の平均値は4.56であり評価
が高いと言える。各項目の標準偏差を見ても、ほとんどぱらつきがないことがわかる。さらに、本アンケートにおいては、
学びの意欲の計測をするため、アメリカの教育工学者M・ケラー(John.M.Keller)が提唱したfARCS動機づけモデル」を
使用し、その信頼度を高めることにした。 ARCSモデ、ルは学びへの意欲をA(Attention:おもしろそうだな)、 R(Relevance: 
やりがいがありそうだな)、 C(Confidence:やればできそうだな)、 S(Satisfaction:やってよかった)の4つに分類している。
本アンケート作成においては、Aは⑤、 Rは⑥、 Cは③、 Sは①と各項目に当てはめた。アンケートの結果から見ると、⑤
の平均は4.77(SO， O. 44)、⑥の平均は4.38、(SO，0.51)、③の平均は4.54、(SO，O. 52、①の平均は4.46(SO， O. 52)と
いう結果であり、標準偏差を見てもばらつきがなく、平均値の信頼度が高い。 ARCSモデルを当てはめた4項目の平均も
4. 53と高い数値である。このように、全体の平均値からみても、 ARCSモデルを活用した意欲の測定結果においても、
本講座は受講者にとって、有意義であり、学ぶ意欲が高い研修会で会ったと言える。

【参考文献】鈴木克明著(2002)，~教材設計マニュアル独学を支援するために1 北大路書房


